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(57)【要約】
　内視鏡付属品ケース６１は、天面に開口部６２ｄを有
し、流体を導入する流体導入口６２ｉを有し、底部６２
ｃおよび遮水可能な胴部６２０からなるケース本体６２
と、ケース本体６２と接触する接触部６３ａおよびケー
ス本体６２の内周と離間した位置にあって気泡を導出す
るための気泡導出縁６３ｂを有し、着脱可能に開口部６
２ｄを覆い、遮水可能な蓋６３と、を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天面に開口部を有し、流体を導入する流体導入口を有し、底部および遮水可能な胴部か
らなるケース本体と、
　前記ケース本体と接触する接触部および前記ケース本体の内周と離間した位置にあって
気泡を導出するための気泡導出縁を有し、着脱可能に前記開口部を覆い、遮水可能な蓋と
、
　を含むことを特徴とする内視鏡付属品ケース。
【請求項２】
　前記流体導入口は、前記ケース本体の前記底部に配置されていることを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡付属品ケース。
【請求項３】
　内視鏡リプロセッサに固定される固定部を含むことを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡付属品ケース。
【請求項４】
　前記蓋の中心と前記接触部とを結ぶ領域に形成され、前記蓋の下面から前記ケース本体
の前記底部に向けて突出している突出部を含むことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
付属品ケース。
【請求項５】
　前記突出部は、前記ケース本体の内周に当たるように構成される、
　ことを特徴とする請求項４に記載の内視鏡付属品ケース。
【請求項６】
　前記開口部の縁と、前記気泡導出縁とによって、気泡導出口を形成し、
　前記気泡導出口は、前記開口部の周縁に配置される、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡付属品ケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡付属品ケースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、汚染された内視鏡を洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒装置がある。内視鏡洗浄消毒装
置では、内視鏡とともに内視鏡から取り外された付属品も洗浄消毒できるように、処理槽
内に付属品を収容する洗浄かごが設けられる。例えば、特開２００９－２４０４３４号公
報では、網状素材によって形成され、付属品を収容し、処理槽内の洗浄液に輻射された超
音波、及び、ノズルから噴射された洗浄液によって付属品の洗浄が可能である洗浄かごが
開示される。
【０００３】
　しかし、特開２００９－２４０４３４号公報の様な網状素材の洗浄かごは、ノズルから
噴射された洗浄液が洗浄かごの網目から外部に流出し、付属品の撹拌が効果的に行われな
い虞がある。
【０００４】
　そこで、本発明は、付属品の撹拌を効果的に行うことができる内視鏡付属品ケースを提
供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一態様の内視鏡付属品ケースは、天面に開口部を有し、流体を導入する流体導
入口を有し、底部および遮水可能な胴部からなるケース本体と、前記ケース本体と接触す
る接触部および前記ケース本体の内周と離間した位置にあって気泡を導出するための気泡
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導出縁を有し、着脱可能に前記開口部を覆い、遮水可能な蓋と、を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの外観構成を説明する説明図で
ある。
【図２】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの構成を説明する説明図である
。
【図３】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの内視鏡付属品ケースの斜視図
である。
【図４】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの内視鏡付属品ケース及びノズ
ルの切断部端面図である。
【図５】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの内視鏡付属品ケースのケース
本体及びノズルの上面図である。
【図６】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの内視鏡付属品ケースの蓋の下
面を表した斜視図である。
【図７】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの内視鏡付属品ケースを保持網
にセットした状態を説明する説明図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
【０００８】
　（構成）
　図１は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の外観構成を説明する説明
図である。図１では、後述する保持網６７は省略され、内視鏡付属品ケース６１は概略形
状によって表される。
【０００９】
　内視鏡リプロセッサ１は、汚染された内視鏡Ｅ、及び、内視鏡Ｅの部品又は付属品等（
以下、単に「付属品」という）Ａの再生処理を行う装置である。ここでいう再生処理とは
、特に限定されるものではなく、水によるすすぎ、有機物等の汚れを落とす洗浄、所定の
微生物を無効化する消毒、全ての微生物を排除、もしくは、死滅させる滅菌、又は、これ
らの組み合わせのいずれであってもよい。付属品Ａは、特に限定されず、例えば、使用時
に内視鏡Ｅに装着されて再生処理時に内視鏡Ｅから取り外される吸引ボタン、送気送水ボ
タン、または内視鏡Ｅ先端を覆う先端カバーなどが挙げられる。
【００１０】
　内視鏡リプロセッサ１は、トップカバー１１と、装置本体２１とを有して構成される。
装置本体２１は、前面に操作部２２を有し、内視鏡Ｅの再生処理に関する各種指示入力が
可能である。装置本体２１は、給水ホース接続部２３を有し、外部の給水手段Ｗ（図２）
に接続される。
【００１１】
　トップカバー１１は、処理槽２４を覆うように処理槽２４に対して開閉自在に設けられ
ており、トップカバー１１を開けると、処理槽２４内は、外部に露出する。
【００１２】
　処理槽２４は、図１では内視鏡Ｅを配置できるように、桶状に形成されているがこれに
限定されるものではない。処理槽２４は、リークテストポート２５と、水位センサ２６と
、洗剤ノズル２７と、薬液導入口３１と、排液口３２と、循環口４１と、コネクタ４２と
、循環ノズル４３と、内視鏡付属品ケース６１と、を有する。薬液導入口３１は、後述す
る薬液導入部Ｌ（図２）に接続される。循環口４１及び循環ノズル４３は、後述する送流
体部Ｓ（図２）に接続される。
【００１３】
　内視鏡リプロセッサ１は、接続チューブＴを介して内視鏡Ｅと接続される。なお、図１
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では、４本の接続チューブＴによって、内視鏡リプロセッサ１と、内視鏡Ｅとが接続され
る。ただし、接続チューブＴを介さずに直接接続される構造であってもよい。
【００１４】
　内視鏡Ｅが接続された後、内視鏡リプロセッサ１では、内視鏡Ｅが処理槽２４内に配置
され、付属品Ａが内視鏡付属品ケース６１内に収容され、内視鏡Ｅ及び付属品Ａの洗浄消
毒が行われる。
【００１５】
　続いて、内視鏡リプロセッサ１の構成について、説明をする。
【００１６】
　図２は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の構成を説明する説明図で
ある。図２では、管路は実線で表され、電気信号線は省略される。
【００１７】
　内視鏡リプロセッサ１は、薬液導入部Ｌと、排液口３２と、送流体部Ｓと、内視鏡付属
品ケース６１と、制御部５１と、を有して構成される。
【００１８】
　薬液導入部Ｌは、消毒液等の薬液３１ａを処理槽２４に供給できるように構成される。
薬液導入部Ｌは、薬液タンク３１ｂと、薬液ポンプ３１ｃとを有して構成される。
【００１９】
　薬液タンク３１ｂは、薬液３１ａを貯留可能である。薬液タンク３１ｂは、薬液導入口
３１に接続される。薬液タンク３１ｂは、制御部５１に接続される加温部３１ｄを有して
構成され、制御部５１の制御の下、薬液タンク３１ｂの薬液３１ａを加温可能である。
【００２０】
　薬液ポンプ３１ｃは、薬液タンク３１ｂから処理槽２４に送液するためのポンプである
。薬液ポンプ３１ｃは、薬液タンク３１ｂと薬液導入口３１の間の管路に配置される。薬
液ポンプ３１ｃは、制御部５１と接続され、制御部５１の制御の下、薬液タンク３１ｂか
ら薬液３１ａを取り込み、薬液導入口３１を介し、処理槽２４に送液可能である。
【００２１】
　排液口３２は、処理槽２４に貯留された液体を排液できるように構成される。排液口３
２は、開閉弁３２ａ及び三方弁３２ｂを介し、薬液タンク３１ｂ又は外部排液手段３２ｃ
のいずれか一方に連通可能である。開閉弁３２ａは、制御部５１に接続される電磁弁によ
って構成され、制御部５１の制御の下、排液口３２と三方弁３２ｂに接続される管路とを
連通させることが可能である。三方弁３２ｂは、制御部５１に接続される方向切替弁によ
って構成され、制御部５１の制御の下、開閉弁３２ａを介して連通した排液口３２を、薬
液タンク３１ｂ又は外部排液手段３２ｃのいずれか一方に連通させることが可能である。
【００２２】
　送流体部Ｓは、コネクタ４２、循環ノズル４３及び内視鏡付属品ケース６１に送気又は
送液できるように構成される。例えば、送流体部Ｓは、送液ポンプ４１ａと、循環ポンプ
４１ｂと、流路切替弁４１ｃと、給水切替弁４１ｄと、エアコンプレッサ４１ｅと、を有
する。
【００２３】
　送液ポンプ４１ａは、処理槽２４の液体をコネクタ４２及び内視鏡付属品ケース６１に
送液するためのポンプである。送液ポンプ４１ａは、循環口４１と、流路切替弁４１ｃと
の間の管路に配置される。送液ポンプ４１ａは、流路切替弁４１ｃを介し、コネクタ４２
又は内視鏡付属品ケース６１のいずれか一方に連通可能である。送液ポンプ４１ａは、制
御部５１に接続され、制御部５１の制御の下、循環口４１から処理槽２４の液体を取り込
み、流路切替弁４１ｃに接続される管路に送液可能である。
【００２４】
　流路切替弁４１ｃは、制御部５１に接続される方向切替弁によって構成される。流路切
替弁４１ｃは、送液ポンプ４１ａ、エアコンプレッサ４１ｅ、コネクタ４２及び内視鏡付
属品ケース６１に接続され、制御部５１の制御の下、少なくとも送液ポンプ４１ａ又はエ
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アコンプレッサ４１ｅのいずれか一方と、少なくともコネクタ４２又は内視鏡付属品ケー
ス６１のいずれか一方と、を連通させる。
【００２５】
　循環ポンプ４１ｂは、処理槽２４の液体を循環ノズル４３に送液するためのポンプであ
る。循環ポンプ４１ｂは、循環口４１と、循環ノズル４３との間の管路に配置される。循
環ポンプ４１ｂは、制御部５１に接続され、制御部５１の制御の下、循環口４１から液体
を取り込み、循環ノズル４３に送液をする。
【００２６】
　給水切替弁４１ｄは、制御部５１に接続される方向切替弁によって構成される。給水切
替弁４１ｄは、循環ノズル４３と、循環ポンプ４１ｂと、給水ホース接続部２３と、に接
続され、制御部５１の制御の下、循環ノズル４３と循環ポンプ４１ｂ、又は、循環ノズル
４３と外部給水手段、のいずれか一方を連通させる。
【００２７】
　エアコンプレッサ４１ｅは、外部の空気をコネクタ４２及び内視鏡付属品ケース６１に
送気するためのポンプである。エアコンプレッサ４１ｅは、外部に開放され、また、流路
切替弁４１ｃに連通する。エアコンプレッサ４１ｅは、制御部５１に接続され、制御部５
１の制御の下、外部から空気を取り込み、流路切替弁４１ｃに接続される管路に送気をす
る。
【００２８】
　制御部５１は、中央処理装置（以下「ＣＰＵ」という）５１ａと、ＲＯＭ５１ｂと、Ｒ
ＡＭ５１ｃとを有して構成される。ＣＰＵ５１ａは、ＲＯＭ５１ｂとＲＡＭ５１ｃに記憶
された各種プログラムを読み込み、実行することができる。
【００２９】
　ＲＯＭ５１ｂには、内視鏡Ｅの再生処理に関する各種プログラムが記憶される。
【００３０】
　制御部５１の機能は、ＣＰＵ５１ａがＲＯＭ５１ｂに記憶された各種プログラムを実行
することによって実現される。
【００３１】
　図３は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の内視鏡付属品ケース６１
の斜視図である。図４は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の内視鏡付
属品ケース６１及びノズル６５の切断部端面図である。図５は、本発明の実施形態に係わ
る、内視鏡リプロセッサ１の内視鏡付属品ケース６１のケース本体６２及びノズル６５の
上面図である。図６は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の内視鏡付属
品ケース６１の蓋６３の下面を表した斜視図である。
【００３２】
　内視鏡付属品ケース６１は、付属品Ａを収容できるように構成される。内視鏡付属品ケ
ース６１は、ケース本体６２及び蓋６３を有する。ケース本体６２及び蓋６３は、例えば
鎖等によって構成される連結具６４によって連結される。内視鏡付属品ケース６１は、処
理槽２４に設けられたノズル６５に取り付けられる。
【００３３】
　ケース本体６２は、内部に付属品Ａを収容できるように構成される。ケース本体６２の
うち少なくとも胴部６２０は、例えば、遮水可能に構成される。ここでいう遮水可能とは
例えば一枚板の様な流体が抜け出さない構造を指し、網状の様な液体が抜け出す構造と区
別される。ケース本体６２の材質は特に限定されないが、例えば金属、樹脂、またはセラ
ミックスを用いることができる。
【００３４】
　ケース本体６２の形状は特に限定されないが、例えばケース本体６２は、椀状、筒状、
半球状、テーパー状などに形成される。ケース本体６２は、胴部６２０と、底部６２ｃと
を有する。ケース本体６２の形状によっては、胴部６２０は胴部上部６２ａと胴部下部６
２ｂとから成ってもよい。
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【００３５】
　胴部上部６２ａは、筒状に形成され、天面に開口部６２ｄを有する。開口部６２ｄの周
囲には、リング状の外向フランジ６２ｅが形成される。外向フランジ６２ｅ上には、外向
フランジ６２ｅの内縁から外縁に貫通する２つの貫通凹部６２ｆが形成される。外向フラ
ンジ６２ｅには、連結具取付孔６２ｇが形成される。連結具取付孔６２ｇには、蓋６３と
連結するための連結具６４が取り付けられる。胴部上部６２ａの外周には、後述する保持
網６７の位置決め部６７ａにセットするための凸状部６２ｈが設けられる。胴部下部６２
ｂは、特に限定されないが、例えば、中央へ向けて窄まるように形成されると、導入され
た流体が循環し、収容された付属品Ａが撹拌され易くなる。
【００３６】
　底部６２ｃは、胴部下部６２ｂから中央へ向けて延設される。底部６２ｃは、中央に流
体を導入する流体導入口６２ｉを有する。底部６２ｃは、ノズル６５に固定するための固
定部６２ｋを有する。
【００３７】
　ただし、流体導入口６２ｉの配置位置は底部６２ｃに限定されず、胴部６２０に設けら
れていてもよい。
【００３８】
　また、ケース本体６２は、内視鏡リプロセッサ１の処理槽２４に設けられたノズル６５
から流体を供給される構造ではなく、コネクタ４２から流体を供給される構造であっても
よい。この場合、ケース本体６２には流体導入口６２ｉに連通し、接続チューブＴに接続
されるチューブ接続部が設けられていることが好ましい。
【００３９】
　底部６２ｃには流体導出孔６２ｊが形成されていてもよい。流体導出孔６２ｊの数は特
に限定されず１個以上であればよい。流体導出孔６２ｊが配置されると、処理槽２４に貯
留された液体を排液する際に流体導出孔６２ｊから液体が抜けるので、ケース本体６２を
水切りすることができる。
【００４０】
　蓋６３は、着脱可能にケース本体６２の開口部６２ｄを覆うことができるように構成さ
れる。蓋６３は、例えば、金属、セラミックス又は樹脂等を材質とし、遮水可能に構成さ
れる。蓋６３は、接触部６３ａと、気泡導出縁６３ｂと、突出部６３ｃと、摘み６３ｄと
、を有する。
【００４１】
　なお、図３及び図６では、接触部６３ａ、気泡導出縁６３ｂ、突出部６３ｃ及び気泡導
出口６６の各々は、６つ表されるが、いずれか１つ、あるいは６つの接触部６３ａ、気泡
導出縁６３ｂ、突出部６３ｃ及び気泡導出口６６の各々を示すとき、それぞれ接触部６３
ａ、気泡導出縁６３ｂ、突出部６３ｃ及び気泡導出口６６という。
【００４２】
　接触部６３ａは、ケース本体６２の外向フランジ６２ｅに接触するように、蓋６３の外
周に均等間隔で６つ設けられる。接触部６３ａは、蓋６３の外周を外方へ舌片状に突出し
て形成される。接触部６３ａは、下面中央にリブ６３ｅを有する（図６）。
【００４３】
　気泡導出縁６３ｂは、蓋６３の外周に均等間隔で６つ設けられる。気泡導出縁６３ｂは
、ケース本体６２の開口部６２ｄの縁との間で間隙ができるように、開口部６２ｄの縁よ
りも内側に配置される。
【００４４】
　より具体的には、突出部６３ｃは、蓋６３の中心と接触部６３ａとを結ぶ領域に形成さ
れ、蓋６３の下面の周縁からケース本体６２の底部６２ｃに向けて突出するように形成さ
れる。突出部６３ｃの数は特に限定されないが、図６では突出部６３ｃは、接触部６３ａ
の基端に均等間隔で６つ設けられている。突出部６３ｃは、中央部６３ｆと、左右部６３
ｇとを有する（図６）。中央部６３ｆは、ケース本体６２の内周に当たるように、蓋６３
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の外周へ向けて凸状に形成される。左右部６３ｇは、中央部６３ｆの左右両側に形成され
、蓋６３からの突出高さが中央部６３ｆ側から突出部６３ｃの左右両端にかけて漸次低く
なるように形成される。６つの突出部６３ｃは、ケース本体６２に内嵌めできるように構
成される。
【００４５】
　すなわち、蓋６３は、ケース本体６２と接触する接触部６３ａおよびケース本体６２の
内周から離間した位置にあって気泡を導出するための気泡導出縁６３ｂを有し、着脱可能
に開口部６２ｄを覆うことができるように構成される。
【００４６】
　蓋６３がケース本体６２に取り付けられると、ケース本体６２の開口部６２ｄの縁と、
蓋６３の気泡導出縁６３ｂと、によって気泡導出口６６が形成される。気泡導出口６６は
、開口部６２ｄの周縁に配置される。
【００４７】
　摘み６３ｄは、蓋６３の中央に取り付けられる。摘み６３ｄには、ケース本体６２と連
結するための連結具６４が取り付けられる。
【００４８】
　ノズル６５は、ケース本体６２の底部６２ｃに配置され、ケース本体６２に流体を導入
できるように構成される。ノズル６５は、流体を噴出する噴出口６５ａ（図５）と、噴出
口６５ａに連通する流体流路６５ｂとを有する。噴出口６５ａの数は特に限定されず１以
上であればよい。流体流路６５ｂは、流路切替弁４１ｃに接続される管路に連通する。
【００４９】
　続いて、実施形態の内視鏡付属品ケース６１を処理槽２４にセットした状態を説明する
。
【００５０】
　図７は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の内視鏡付属品ケース６１
を保持網６７にセットした状態を説明する説明図である。
【００５１】
　図７に示すように、内視鏡付属品ケース６１は、処理槽２４内に配置された保持網６７
によって保持される。保持網６７は、例えば、金属等を材質として構成される。保持網６
７は、棒状部材によって構成され、位置決め部６７ａ及びケース保持部６７ｂを有して構
成される。
【００５２】
　内視鏡付属品ケース６１は、凸状部６２ｈが位置決め部６７ａに収まるように、ケース
保持部６７ｂ内に配置される。付属品Ａに鎖Ｔ１を介してタグＴ２が取り付けられている
場合、付属品Ａが撹拌され易くなるように、貫通凹部６２ｆから鎖Ｔ１が引き出され、内
視鏡付属品ケース６１の外部にタグＴ２が配置される。
【００５３】
　（作用）
　続いて、実施形態の内視鏡リプロセッサ１及び内視鏡付属品ケース６１の作用について
説明をする。
【００５４】
　術者は、トップカバー１１を開け、内視鏡Ｅを処理槽２４の保持網６７にセットする。
【００５５】
　術者は、内視鏡付属品ケース６１の蓋６３を開け、付属品Ａを内視鏡付属品ケース６１
に収容し、蓋６３を閉じる。
【００５６】
　術者は、トップカバー１１を閉じる。トップカバー１１が閉じられると、トップカバー
１１は、摘み６３ｄの上面に当たり、又は、摘み６３ｄの上面から所定距離離れた位置に
配置される。蓋６３は、トップカバー１１によってケース本体６２から外れないようにな
る。
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【００５７】
　操作部２２によって再生処理開始の指示入力がされると、制御部５１は、洗剤ノズル２
７、薬液導入口３１又は循環口４１から薬液３１ａ又は水等の液体を処理槽２４に注入さ
せ、処理槽２４に液体を貯留させる。
【００５８】
　処理槽２４に液体が貯留されると、内視鏡付属品ケース６１は水没し、内視鏡付属品ケ
ース６１内は液体で満たされる。
【００５９】
　制御部５１が、流路切替弁４１ｃに対し、送液ポンプ４１ａと内視鏡付属品ケース６１
とを連通させるための制御信号を送信すると、送液ポンプ４１ａと内視鏡付属品ケース６
１とは、連通する。続いて、制御部５１が、送液ポンプ４１ａに対し、送液を開始させる
ための制御信号を送信すると、送液ポンプ４１ａは、送液を開始する。これにより、循環
口４１から取り込まれた液体は、流路切替弁４１ｃを介してノズル６５に流入し、各噴出
口６５ａから内視鏡付属品ケース６１内に導入される。なお、制御部５１は、流路切替弁
４１ｃによってエアコンプレッサ４１ｅと内視鏡付属品ケース６１とを連通させ、内視鏡
付属品ケース６１内に送気させても構わないし、内視鏡付属品ケース６１内に液体と気体
の両方を同時に送り込んでも構わない。
【００６０】
　噴出口６５ａから導入された流体は、蓋６３方向へ流動し、蓋６３及び突出部６３ｃに
よって遮られ、ケース本体６２の壁に沿って胴部上部６２ａ及び胴部下部６２ｂを通り、
底部６２ｃに流動する（図４の１点鎖線）。付属品Ａは、内視鏡付属品ケース６１内を流
動する流体に押され、撹拌される。撹拌されて胴部下部６２ｂに当たった付属品Ａは、胴
部下部６２ｂに沿って底部６２ｃ方向へ寄せられる。付属品Ａに付着していた気泡は、付
属品Ａから離れ、流体の一部とともに、気泡導出口６６から導出される。流体の一部は、
流体導出孔６２ｊから外部に導出される。
【００６１】
　これにより、噴出口６５ａから導入された流体は、遮水可能なケース本体６２及び蓋６
３によって外部への流出が遮られ、内視鏡付属品ケース６１内で激しく流動し、付属品Ａ
を撹拌して洗浄消毒する。
【００６２】
　上述の実施形態によれば、内視鏡付属品ケース６１は、付属品Ａの撹拌を効果的に行う
ことができる。
【００６３】
　なお、実施形態では、接触部６３ａと、気泡導出縁６３ｂと、突出部６３ｃとは、蓋６
３の外周に均等間隔で６つ配置されるが、均等間隔による配置に限定されるものでもない
し、６つに限定されるものでもない。
【００６４】
　なお、実施形態では、接触部６３ａは、底面側の中央にリブ６３ｅを有するが、リブ６
３ｅを有さなくても構わない。
【００６５】
　なお、実施形態では、突出部６３ｃは、中央部６３ｆ及び左右部６３ｇを有して構成さ
れるが、中央部６３ｆ及び左右部６３ｇを有する構成に限定されるものではない。突出部
６３ｃは、例えば、接触部６３ａの基端からケース本体６２の底部６２ｃに向けて突出す
るブロック状、板状又は柱状等に形成されても構わない。
【００６６】
　なお、図２ではエアコンプレッサ４１ｅが内視鏡付属品ケース６１に連通可能である例
を示したが、本発明はこれに限定されず、液体のみが内視鏡付属品ケース６１に導入可能
である構成であってもよい。
【００６７】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
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囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【００６８】
　本発明によれば、付属品の撹拌を効果的に行うことができる内視鏡付属品ケースを提供
することができる。
【００６９】
　本出願は、２０１６年３月２９日に日本国に出願された特願２０１６－０６５７７１号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の
範囲に引用されるものとする。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月15日(2017.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の一態様の内視鏡付属品ケースは、天面に開口部を有し、流体を導入する流体導
入口を有し、底部および遮水可能な胴部からなるケース本体と、前記ケース本体と接触す
る接触部、および前記ケース本体の内周と離間した位置にある気泡導出縁であって、前記
ケース本体内に収容された内視鏡付属品が前記流体に押されて撹拌されることにより前記
内視鏡付属品から離れた気泡を導出するための前記気泡導出縁を有し、着脱可能に前記開
口部を覆い、遮水可能な蓋と、を含む。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天面に開口部を有し、流体を導入する流体導入口を有し、底部および遮水可能な胴部か
らなるケース本体と、
　前記ケース本体と接触する接触部、および前記ケース本体の内周と離間した位置にある
気泡導出縁であって、前記ケース本体内に収容された内視鏡付属品が前記流体に押されて
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撹拌されることにより前記内視鏡付属品から離れた気泡を導出するための前記気泡導出縁
を有し、着脱可能に前記開口部を覆い、遮水可能な蓋と、
　を含むことを特徴とする内視鏡付属品ケース。
【請求項２】
　前記流体導入口は、前記ケース本体の前記底部に配置されていることを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡付属品ケース。
【請求項３】
　内視鏡リプロセッサに固定される固定部を含むことを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡付属品ケース。
【請求項４】
　前記蓋の中心と前記接触部とを結ぶ領域に形成され、前記蓋の下面から前記ケース本体
の前記底部に向けて突出している突出部を含むことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
付属品ケース。
【請求項５】
　前記突出部は、前記ケース本体の内周に当たるように構成される、ことを特徴とする請
求項４に記載の内視鏡付属品ケース。
【請求項６】
　前記開口部の縁と、前記気泡導出縁とによって、気泡導出口を形成し、
　前記気泡導出口は、前記開口部の周縁に配置される、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡付属品ケース。
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泡的位置处的气泡引出边缘63b，以可拆卸的方式覆盖开口62d，并具有
水密盖63。 并且，包括。
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